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マルチトレーサーによる瀬戸内海沿岸域での地下水流出評価
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近年，国内外において地下水による海域への栄養塩供給の重要性が指摘されている．しかしなが
ら，瀬戸内海に対する地下水流出の影響は，これまで幾つかの観測事例はあるものの，十分に明
らかにされていない．そこで本研究では，日本有数の地下水量を誇る愛媛県西条市が面する瀬戸
内海の海域の一つである燧灘を対象とし，地下水流出の定量的評価を行うことを目的とした．そ
のため，地下水に非常に高濃度で含まれるラドン（222Rn）をはじめ，酸素安定同位体比（d18
O）およびその他の化学成分をトレーサーとして用い，海洋観測結果に基づく評価を行った．
2009年9月11日の成層期における観測結果から，表層における222Rn濃度の分布は，海岸線付近
でほぼ一様に高い傾向を示し，一方，海底付近では海岸線よりも沖合の地点で若干高い傾向を示
した．この結果から，比較的浅い流動系の地下水は海岸線近傍で，一方，深い流動系の地下水は
より沖合で流出していることが示唆される．また，海水の塩分の分布から，各観測地点での淡水
寄与率を推定した結果，表層の海岸線付近では4～24%，沖合の海底部では1～3%程度であっ
た．今後は，ラドン濃度に基づく収支計算等により，さらに定量的な評価を行っていく．
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